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「連携協約」とは？「連携協約」とは？
広域連携に新たな制度広域連携に新たな制度
「連携協約」とは？「連携協約」とは？「連携協約」とは？
広域連携に新たな制度広域連携に新たな制度

　平成26年５月23日に改正地方自治法が成立し、「連携協約」な
どの仕組みが導入されました。自治体間の行政サービスや事務の
連携が進むと期待される、新しい制度です。
　今回は、その内容を紹介します。

　

「
合
併
特
例
法
」
に
基
づ
き
推
進
さ
れ
た
「
平
成
の

大
合
併
」
が
、
平
成
２３
年
３
月
で
一
区
切
り
を
迎
え
ま

し
た
。
地
域
を
広
域
化
し
て
行
財
政
運
営
の
効
率
化
を

図
る
「
合
併
」
と
い
う
方
法
は
、
一
定
の
落
ち
着
き
を

み
せ
た
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
市
町
村
を
取
り
巻
く
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
、
行
政
基
盤
を
強
く
す
る
た

め
の
方
法
は
「
連
携
」
へ
と
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
つ
つ

あ
り
、
現
在
、
乙
訓
地
域
で
も
取
り
入
れ
て
い
る
方
法

が
「
広
域
連
携
」
で
す
。

　

広
域
連
携
の
制
度
に
は
す
で
に
、
協
議
会
や
一
部
事

務
組
合
、
広
域
連
合
な
ど
、
別
の
組
織
を
つ
く
っ
て
共

同
で
運
営
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
法
改

正
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
制
度
「
連
携
協
約
」
は
、
組

織
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、「
連
携
協
約
」
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の

で
し
ょ
う
か
。
特
徴
を
詳
し
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
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行
政
運
営
の
効
率
化

　
　
　
　
合
併
→
連
携
へ



従来の広域連携制度

法改正後の広域連携

事務の共同処理

役 割 分 担

連携協約締結

観光施策
推進

公共施設
管理

上下水道
管理

（例）ごみの処理・消防など

※

従
来
の
制
度
に
加
え
て

　
　可
能
と
な
る
連
携
方
法

A市 B町 C村

A市 B町 C村

広
域
連
合

一
部
事
務
組
合

協

　議

　会

（例）

　よ
り
柔
軟
な
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

で
、
連
携
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。
行
政
運

営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
選
択
肢
が
増
え

た
と
も
い
え
ま
す
。

　多
様
化
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
の
課
題
を
見
据
え
た
自
治
体
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
も
、
今
後
も
よ
り
よ
い
行

政
運
営
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
間
で
締
結
す
る
「
連
携
協
約
」
で
は
、

連
携
し
て
事
務
を
処
理
す
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

方
針
や
、
政
策
面
で
の
役
割
分
担
な
ど
を
定
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
Ａ
市
、
Ｂ
町
、
Ｃ
村
で
協
約
を
締
結
す
る
こ

と
に
な
っ
た
場
合
、
Ａ
市
は
公
共
施
設
の
運
営
、
Ｂ
町

は
観
光
施
策
の
推
進
、
Ｃ
村
は
上
下
水
道
の
管
理
を
担

当
す
る
と
い
う
よ
う
に
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が

役
割
を
果
た
す
べ
く
事
務
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
、
対
象
分
野
の
制
限
が
な
い
た
め
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
内
容
を
自
由
に
盛
り
込
ん
で
締

結
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
間
で
協
約
に
係
る
紛
争

が
あ
っ
た
場
合
で
も
継
続
的
な
事
務
執
行
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
、解
決
の
た
め
の
手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
法
改
正
で
は
、も
う
一
つ
の
制
度
と
し
て「
事

務
の
代
替
執
行
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

自
治
体
が
権
限
を
持
つ
事
務
に
つ
い
て
、
広
域
的
な
観

点
か
ら
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
大
き
な
自
治
体

や
得
意
と
す
る
自
治
体
に
事
務
の
執
行
を
依
頼
す
る
制

度
で
す
。

　

例
え
ば
、
○
市
が
権
限
を
有
す
る
事
務
を
△
市
に
依

頼
す
る
場
合
、こ
れ
ま
で
の
事
務
委
託
の
場
合
に
は
、権

限
、
業
務
の
執
行
方
針
を
△
市
に
移
譲
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
事
務
の
代
替
執
行
制
度
を
活
用
し

た
場
合
、
○
市
が
権
限
を
持
ち
、
業
務
執
行
方
針
を
決

定
し
た
上
で
、△
市
が
事
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
と
、
事
務
を
他
の
自
治
体
に

依
頼
し
た
場
合
で
も
、
○
市
は
自
己
の
責
任
と
方
針
に

基
づ
い
て
業
務
の
執
行
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
よ

り
住
民
ニ
ー
ズ
に
適
応
す
る
形
で
事
務
の
効
率
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
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多
様
な
連
携
が
可
能
に

も
う
一
つ
の
新
し
い
連
携



合
併
の
経
緯

　

平
成
１２
年
１１
月
の
「
湖
北
地
域
市
町
村
合
併
検
討
協

議
会
」
に
お
い
て
調
査
研
究
を
始
め
、
平
成
１７
年
２
月

「
長
浜
市
、
浅
井
町
、
び
わ
町
任
意
合
併
協
議
会
」
が

発
足
、
平
成
１８
年
２
月
に
旧
「
長
浜
市
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
１９
年
８
月
に
６
町
長
か
ら
長
浜

市
長
、
議
長
に
対
し
「
湖
北
地
域
で
の
新
し
い
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
」
の
協
議
申
し
入
れ
が
あ
り
、
同
年
１０

月
に
「
１
市
６
町
広
域
化
研
究
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平

成
２２
年
１
月
に
新
「
長
浜
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

合
併
後
の
新
た
な
事
業

　

地
域
住
民
の
手
に
よ
っ
て
守
り
継
が
れ
て
き
た
「
観

音
文
化
」な
ど
の
各
地
域
に
眠
る
地
域
資
源
を
集
約
し
、

長
浜
市
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
す
る
こ
と
で
、
市
の
Ｐ

Ｒ
と
共
に
、
地
域
住
民
の
地
域
資
源
へ
の
再
認
識
が
お

こ
り
、地
元
意
識
や
誇
り
、愛
着
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
目
線
で
の
市
政
運
営

　

図
書
館
・
図
書
室
の
相
互
利
用
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
が
広
域
的
に
取
り
組
み
や
す
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

利
便
性
の
向
上
を
喜
ぶ
声
も
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
、

地
域
間
で
の
事
業
の
偏
り
を
指
摘
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
８
町
の
地
域
に
は
支
所
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
配
置
さ
れ
る
人
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
一
部
で
行
政
と
住
民
と
の
距
離
が
遠
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
の
暮
ら
し
の

安
心
と
身
近
な
市
政
の
実
現
を
図
る
た
め
、
市
北
部
に

お
け
る
地
域
振
興
の
拠
点
と
し
て
、
旧
木
之
本
町
役
場

に
北
部
振
興
局
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
市
と

し
て
の
市
民
満
足
度
を
高
め
て
い
く
た
め
、
平
成
２４
年

度
か
ら
市
民
満
足
度
調
査
を
開
始
し
、
よ
り
市
民
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
市
政
運
営
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

合
併
に
よ
る
交
付
税
の
特
例
措
置
が
平
成
３１
年
度
を

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
依
存
し
な
い
、

よ
り
健
全
な
財
政
構
造
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、築
６０
年
を
超
え
た
長
浜
市
役
所
の
近
隣
地
に
、

合
併
特
例
債
を
活
用
し
、
防
災
機
能
を
備
え
た
新
庁
舎

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

中
心
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
概
要

　

長
浜
市
は
、
平
成
１８
年
２
月
に
旧
長
浜
市
、
旧
浅あ

ざ

井い

町
、
旧
び
わ
町
の
１
市
２
町
が
旧
合
併
特
例
法
に
基
づ

き
新
設
合
併
し
、
平
成
２２
年
１
月
に
旧
虎
姫
町
、
旧
湖

北
町
、
旧
高た
か

月つ
き

町
、
旧
木
之
本
町
、
旧
余よ

呉ご

町
、
旧
西に
し

浅あ
ざ

井い

町
が
編
入
合
併
し
た
自
治
体
で
す
。

　

平
成
２６
年
９
月
１
日
現
在
の
人
口
は
１２
万
１
９
９
７

人
で
、
琵
琶
湖
を
除
い
た
面
積
は
５
３
９
・
４８
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
（
乙
訓
地
域
の
約
１６
倍
）
で
す
。
議
員
定

数
は
合
併
前
は
１
０
６
で
し
た
が
、
平
成
２２
年
４
月
時

点
で
３４
と
な
り
、
現
在
は
２６
で
す
。
職
員
数
は
１
市
２

町
の
合
併
前
の
７
４
９
人
が
、平
成
２１
年
に
６
４
６
人
、

６
町
の
合
併
に
よ
り
、
１
１
９
９
人
と
な
り
、
現
在
は

１
０
４
５
人
（
病
院
を
除
く
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

京都

滋賀県滋賀県

岐
阜
県

京
都
府

長浜市

合
併
し
た
自
治
体
は
、い
ま
視
察
レ
ポ
ー
ト

滋賀県

長 浜 市
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▲

長
浜
市
役
所

昭
和
２７
年
に
建
設
さ
れ
、
現

在
は
新
長
浜
市
政
の
拠
点
と

な
る
本
庁
舎
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

▲長浜曳山まつり
日本三大山車祭りの一つとし
て、毎年４月に行われる祭礼
で約４００年の歴史があります。
国の重要無形民俗文化財に指
定されており、ユネスコ無形
文化遺産に登録提案されてい
ます。

▲菅浦の湖岸集落
琵琶湖と険しい山々とに囲ま
れ、周囲とやや隔絶したその地
理的環境から、独自の歴史と文
化を育んできた「菅浦集落」。
平成２６年１０月６日に国の重要文
化的景観に選定されました。



化
な
ど
の
面
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
結
び
つ
き
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
間
の
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ

る
と
と
も
に
、
商
圏
や
医
療
圏
な
ど
の
生
活
圏
や
行
政

レ
ベ
ル
で
も
一
体
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
１
市
４
町
は
積
極
的
な
合

併
協
議
に
取
り
組
み
、
１
年
間
の
任
意
合
併
協
議
会
と

１
年
９
か
月
間
の
法
定
合
併
協
議
会
の
期
間
を
経
て
、

平
成
１７
年
１
月
１
日
に
、新
設
合
併
に
よ
る
新
し
い「
松

阪
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

合
併
後
の
新
た
な
事
業

　

合
併
後
も
旧
市
町
管
内
で
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
ご
み

処
理
の
方
法
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
２７
年
４

月
１
日
か
ら
松
阪
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
新
ご
み
処

理
施
設
）
の
稼
働
に
合
わ
せ
て
、
市
内
全
域
の
ご
み
処

理
方
式
と
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
が
統
一
さ
れ

ま
す
。

市
の
概
要

　

松
阪
市
は
、
旧
松
阪
市
、
旧
嬉う
れ
し
の野
町
、
旧
三
雲
町
、

旧
飯い
い

南な
ん

町
、
旧
飯い
い

高た
か

町
の
１
市
４
町
が
平
成
１７
年
１
月

１
日
に
新
設
合
併
し
た
自
治
体
で
す
。
今
年
で
合
併
後

１０
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

平
成
２６
年
９
月
１
日
現
在
の
人
口
は
１６
万
８
８
７
２

人
。
面
積
は
６
２
３
・
７７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
乙
訓

地
域
の
約
１９
倍
）
で
、
山
林
が
約
７０
％
弱
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

議
員
定
数
は
、
１
市
４
町
の
合
併
直
後
は
３４
（
在
任

特
例
に
よ
り
半
年
間
は
８０
）
で
し
た
が
、
現
在
は
２８
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
数
は
、
合
併
直
後
は
１
９
７
７
人
で
し
た
が
、

現
在
は
１
８
３
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
の
経
緯

　

こ
の
地
域
は
、
伊
勢
や
和
歌
山
へ
つ
な
が
る
街
道
が

交
わ
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
歴
史
的
に
も
経
済
・
文

合
併
後
の
市
民
の
意
識

　

行
政
エ
リ
ア
の
拡
大
に
と
も
な
い
「
旧
町
や
過
疎
地

域
ま
で
政
策
の
視
野
が
行
き
届
き
に
く
く
な
っ
た
」
と

い
う
広
域
面
に
対
す
る
声
が
あ
る
一
方
で
「
地
域
間
交

流
や
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
や
文
化
振
興
に
ふ
れ
る
機
会
が

多
く
な
り
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
増
え
た
」

と
い
う
、
新
た
な
地
域
の
つ
な
が
り
が
培
わ
れ
つ
つ
あ

る
様
子
も
う
か
が
え
ま
す
。

　

な
お
、
市
内
在
住
の
１５
歳
以
上
の
３
０
０
０
人
を
対

象
に
、
平
成
２４
年
９
月
に
実
施
さ
れ
た
「
市
民
幸
せ
調

査
」
で
は
、
７５
・
６
％
の
方
が
「
現
在
、
幸
せ
で
あ
る
」

と
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。

合
併
後
の
市
政
運
営
と
ま
ち
づ
く
り

　

合
併
前
の
各
市
町
の
区
域
ご
と
に
地
域
審
議
会
を
設

置
し
て
、
現
在
「
合
併
後
１０
年
間
の
検
証
と
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
企
業
の
協
力
に
よ
る
地
域
活
動

の
支
援
や
、
お
お
む
ね
小
学
校
区
単
位
に

設
立
し
た
「
住
民
協
議
会
」
に
よ
り
、
地

域
の
住
民
自
ら
が
身
近
な
課
題
を
自
主
的

に
解
決
す
る
と
と
も
に
、
住
民
が
主
体
的

・
自
立
的
に
行
う
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

合
併
後
１０
年
目
を
迎
え
、
今
後
も
引
き

続
き
「
一
体
感
」
を
醸
成
し
つ
つ
、
各
地

域
の
「
個
性
」
を
生
か
し
た
施
策
展
開
に

よ
り
、
市
民
の
幸
せ
度
の
高
い
市
と
し
て

さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

京都府 滋賀県

奈良

京都

四日市四日市

三重県三重県奈
良
県

松阪市

三重県

松 阪 市

5

▲松阪市役所庁舎（旧松阪市役所庁
舎）。他に、旧４町ごとに地域振興
局があります。

▲市の財政に関心と意識をもってもら
うために、庁舎前に設置された「借
金時計」。

▲落ち着いたたたずまいの中に、当時
の松阪商人の繁栄ぶりがうかがえる
邸宅が残る町並み。



京 都 府 地 域 力 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト

乙訓地域で広がる
住民の手による まちの活性化
　住民が自らの住みやすいまちづくりのための活動を行政と協力して行う取り組みは、
京都府内、乙訓地域でもさまざまな形で広がっています。そうした団体を支援する「京
都府地域力再生プロジェクト」から、いくつかの団体を紹介します。

「京都府地域力再生プロジェクト」とは？
人と人とがつながった温かい地域社会を築き、京都の新しい魅力・価値の創造や、より質の高い公
共サービスを提供する京都府の実現をめざし、平成19年度に始まりました。地域住民が協働して自
主的に、暮らしやすく魅力的な地域にしようと取り組まれる「地域力再生活動」を京都府と市町村
が連携して応援しています。

　

地
方
自
治
体
お
よ
び
地
域
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
今
後
、
さ
ら
な
る
変
化
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

人
口
減
少
化
へ
の
対
応
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
、
ひ
い
て
は
基
礎
自
治
体
の
あ
り
方
な
ど
の

深
刻
か
つ
喫
緊
の
課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
今
一
度
認
識
す
る
た

め
に
、
乙
訓
地
域
分
科
会
の
関
係
職
員
を
対
象

に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
新
川
教
授
か
ら
は
、
人
口
減
少
社
会

に
お
け
る
基
礎
自
治
体
の
あ
り
方
や
行
政
経
営

改
革
の
考
え
方
、
手
法
な
ど
に
つ
い
て
ご
教
示

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
央
集
権
か
ら
地
方
分
権
へ
と
改
革
が
行
わ

れ
て
き
た
な
か
で
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
の

あ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
政
策
力
」
で
あ
り
、

　

地
元
農
産
物
の
販
路
開
拓
や
新
し
い
技
術
を
取
り
入

れ
る
た
め
の
研
究
に
取
り
組
む
向
日
市
農
業
研
究
会

は
、
市
内
の
農
業
従
事
者
の
集
ま
り
で
す
。
夏
・
冬
を

中
心
と
し
た
朝
市
「
あ
る
と
き
市
」
や
、
向
日
市
ま
つ

り
の
会
場
で
の
地
元
農
産
物
の
販
売
に
取
り
組
み
、
地

産
地
消
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
こ
れ
ま
で
向
日
市
内
で
は
生
産
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
「
自じ

然ね
ん

薯じ
ょ

」
の
栽
培
に
挑
戦
中
。
地
域
独
自

の
栽
培
方
法
を
考
案
し
よ
う
と
、
通
常
は
パ
イ
プ
を
使

っ
て
栽
培
す
る
と
こ
ろ
を
、
地
元
特
産
の
竹
を
筒
に
し

て
使
用
す
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
生
産

に
成
功
し
た
暁

に
は
、
か
る
か

ん
な
ど
の
和
菓

子
に
加
工
し
、

６
次
産
業
化
に

つ
な
げ
る
構
想

も
描
い
て
い
ま

す
。 向

日
市

農
産
物
の
生
産
・
販
売
を
活
性
化

安
心
安
全
な
地
元
野
菜
の
地
産
地
消
を

�

向
日
市
農
業
研
究
会

研修レポート

基礎自治体の行政運営
人口減少社会のなかで
行政職員に求められていること

日　時：平成26年10月10日（金）13時半～15時
場　所：大山崎町立中央公民館
講　師：同志社大学大学院　総合政策科学研究科
　　　　　　教授　新川 達郎　氏
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〝
ほ
っ
こ
り
・
ゆ
っ
た
り
〟
と
し
た
雰
囲
気
の
ス
ペ

ー
ス
に
乳
幼
児
と
親
が
気
軽
に
集
い
、
子
育
て
に
元
気

が
持
て
る
場
所
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
代
表
者
の
自

宅
１
階
を
無
料
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
は
じ
め
、
裁
縫
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
季
節
の

伝
統
行
事
の
料
理

教
室
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、

童
謡
教
室
や
親
子

運
動
会
な
ど
も
開

催
し
、
文
化
の
継

承
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
へ
の
想

い
や
悩
み
を
共
有

し
な
が
ら
、〝
地

域
の
み
ん
な
で
子

ど
も
を
育
て
る
、

育
児
に
や
さ
し
い

地
域
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
〟
を
め

ざ
し
て
、
日
々
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
こ
の
地
域
で
、
た
く
さ
ん
の
体
験
を

し
な
が
ら
子
ど
も
も
大
人
も
共
に
豊
か
に
育
っ
て
い
こ

う
と
い
う
思
い
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

　

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」「
森
林
野
外
体
験
」「
芸

術
文
化
の
鑑
賞
」「
共
育
ち
支
援
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
」
な
ど
の
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
日
々
動

い
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
昨
年
度
に
「
子
ど
も
と
の
読
書
活
動

を
充
実
さ
せ
る
講
座
」を
企
画
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
に
携
わ
る
お
母
さ
ん

た
ち
が
出
会
い
、
共
に
学
び
交
流
し
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
そ
こ
で
生
ま
れ
た
集
団
を
中
心
に
、
よ
り
た
く
さ

ん
の
人
が
集
っ
て
交
流
で
き
る
カ
フ
ェ
を
企
画
し
ま
し

た
。
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
や
、
子
ど
も
の

育
ち
に
思
い
を
寄
せ
て
活
動
す
る
人
が
集
ま
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
話
題
で
交
流
し
な
が
ら
、
自
分
も
子
ど
も
た
ち

も
い
っ
し
ょ
に
豊
か
に
成
長
し
て
い
け
る
居
場
所
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

従
来
型
か
ら
脱
し
た
発
想
か
つ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
力
を
持
し
た
「
経
営
改
革
」
の
視
点
か
ら

政
策
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
解

説
さ
れ
ま
し
た
。
ひ
い
て
は
そ
の
成
果
を
出
さ

な
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
縮
小
社
会
に
対
応
し

て
い
け
な
い
こ
と
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
行
財
政
の
減

量
型
改
革
は
限
界
に
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の

自
治
体
の
自
主
性
・
自
立
性
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
行
政
の
資
源
が
制
約
さ
れ
る
な
か
で
の

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
含
め
た「
地
域
の
最
適
」

を
見
い
だ
す
た
め
に
、
新
た
な
地
域
資
源
と
し

て
の
住
民
の
関
わ
り
方
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
自
治
体
の
職
員
が
自
ら
直
接
サ
ー

ビ
ス
を
す
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
傾
向

か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
基
礎
自
治
体
は
、
活
動
す

る
人
へ
の
支
援
・
調
整
を
行
う
立
場
に
シ
フ
ト

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
の
方
向
性
を
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

研
修
に

参
加
し
た

関
係
職
員

は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自

治
体
経
営

の
あ
り
方

に
つ
い
て

の
認
識
を

新
た
に
し

ま
し
た
。

長
岡
京
市

大
山
崎
町

子
育
て
×
ま
ち
づ
く
り

�

ほ
っ
こ
り
・
ゆ
っ
た
り
ス
ペ
ー
ス

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
め
ざ
し
て

�

お
と
く
に
パ
オ
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